





















Japanese apricot (Prunus mume Seibold & Zucc.) fruit are excessively acidic for table use,  so they 
are entirely used for processing. For this reason,  production and marketing of Japanese apricot 
differs from those of other fruits. The current production,  marketing and processing of Japanese 
apricot are summarized. In addition,  the breeding objective for producing a new Japanese apricot 
cultivar is discussed. Presently,  there is an oversupply of Japanese apricot fruit because of 
increased   production and importation,  so the market price has been on the decline. A new cultivar 
that has different characteristics from ‘Nanko’ is required to abandon the status quo.



























ったことから，栽培面積はピーク時の 1940 年には 17,	
100	 ha に達した．しかし，戦後主要食糧の増産政策に











































































































穫量が増加し，1994 年に初めて 11 万 t を超えた．収穫
量が多くなったことと，輸入製品が増加したことによ
り供給過多の傾向となり，1994 年の 19,	 400	 ha をピー
クに栽培面積は減少している．2011 年の栽培面積は 17,	
700	 ha で，2000 年以降の収穫量は 11 〜 12 万 t の年が
多いが，2003 年や 2010 年のように 10 万 t を下回る年
もあり生産はやや不安定である．	
ウメは 2011 年では全 47 都道府県のうち北海道から
鹿児島県まで 46 都道府県で少なくとも 30	 ha 以上栽培
されており，1	 ha ではあるが沖縄県でも栽培されてい
る（第 1表）．このうち最大の産地は和歌山県である．
和歌山県は 1950 年には全国第 3 位の産地であったが，
1960 年に栽培面積，収穫量ともに全国 1 位となった．
1973 年は全国のうち占める割合は栽培面積で 9.6%，収
穫量で 20.8% であったが，2010 年では栽培面積で
31.3%，収穫量で 61.1% まで増加している（第 1，2図）．
和歌山県は単位面積当たりの収穫量が多いので，全国
での栽培面積の占める割合に対して収穫量の占める割
合が高い．2010 年の調査では和歌山県では 10	 a 当たり








5,	 735	 ha と全体の 31.8% を占めている．1986 年当時は
最も栽培されていた品種は‘白加賀’であり，‘南高’
は第 2 位の品種であったものの‘白加賀’の 1/3 弱程
度であった．‘南高’はウメ栽培面積が減少に転じた
1994 年以降も，選抜された和歌山県だけでなく全国で
増加している．	さらに 2003 〜 2010 年で栽培面積が増
加している主要品種は‘南高’だけである．
‘南高’は和歌山県上南部村（現みなべ町）の高田貞








全 国 17,700 富 山 47 島 根 122 
北 海 道 50 石 川 114 岡 山 147 
青 森 248 福 井 509 広 島 311 
岩 手 137 山 梨 466 山 口 286 
宮 城 485 長 野 580 徳 島 231 
秋 田 125 岐 阜 178 香 川 34 
山 形 139 静 岡 311 愛 媛 241 
福 島 518 愛 知 418 高 知 92 
茨 城 549 三 重 291 福 岡 417 
栃 木 329 滋 賀 75 佐 賀 199 
群 馬 1,100 京 都 88 長 崎 128 
埼 玉 336 大 阪 46 熊 本 181 
千 葉 327 兵 庫 138 大 分 292 
東 京 272 奈 良 369 宮 崎 220 
神 奈 川 448 和 歌 山 5,620 鹿 児 島 310 






































































10	 a 当たり収穫量は，全国の平均値では 1970 年代に
は 400	kg/10	a だったが 1990 年代半ばから 600	kg/10	a
前後で推移している．これは 800 〜 1,	000	kg/10	a 程度




品種 2010年 2003年 1994年 1986年 主産地
南高 5,735 5,228 3,555 1,573 和歌山z・鹿児島・三重
白加賀 2,384 2,745 3,821 4,305 群馬・茨城・宮城
竜峡小梅 585 805 1,037 934 長野・宮城・福島
鶯宿 392 579 882 886 奈良・徳島・大分
豊後 388 568 552 486 青森・長野・岩手
紅サシ 369 385 399 288 福井・鳥取
小梅 323 427 782 585 和歌山・宮城
小粒南高 388 388 117 1 和歌山・鹿児島
古城 293 390 562 394 和歌山・佐賀
甲州小梅 246 317 463       -y 山梨・群馬
梅郷 199 280 305 144 群馬・神奈川
玉英 136 234 418 420 茨城・兵庫・広島
藤五郎 101 123 88 62 新潟・秋田・宮城
越の梅 99 112 51 26 新潟・秋田
玉梅 57 86 144 289 熊本・広島
十郎 53 76 74 17 神奈川・埼玉
甲州最小 53 81 283 1,080 山梨・島根

























ると，2000 年の収穫量 121,	 200	 t のうち，青果市場出
荷は 39,	 000	 t で，市場を経由せずに加工原料として加
工業者に供給された量が市場出荷の 1.67 倍の 65,	 000	 t




で輸入されたウメは生果換算では 85,	000	t で合計 15 万
t が業者によって加工されている．そのうち 134,	 000 〜







南高 2月下旬～3月上旬 有 無 6月末 中 32.8 9.7 微
白加賀 3月中下旬 無 無 6月下旬 微 29.9 8.6 中
竜峡小梅 2月中下旬 有 有 6月上旬 少 9.0 7.4 少
鶯宿 3月上中旬 有 無 6月上中旬 少 23.9 10.0 多
豊後（平塚） 3月中下旬 無 無 6月下旬 微 45.3 9.3 無
紅サシ 2月下旬 有 有 6月下旬 中 27.3 8.0 中
小梅 3月上中旬 有 無 6月上旬 やや少 5.5 9.7 無
小粒南高 － 有v 無v － － 16～25u      - 少u
古城 3月上中旬 無 無 6月中旬 微 28.0 8.9 やや少
甲州最小 3月上中旬 有 有 6月上旬 やや多 6.1 12.4 無
梅郷 3月上中旬 有 無 6月下旬 微 25.2 7.9 微
藤五郎 3月上中旬 有 有 6月中下旬 少 25.4 10.4 中
越の梅 － 有t 有t － － 24.3s       -  -
玉梅 3月上中旬 有 無 6月中旬 無 26.6 9.0 やや多
玉英 3月中旬 無 無 6月下旬 微 24.4 10.4 少






























































に初めて 4 万 t を超え 2006 年まで続いた．2007 年に
28,	 291	 t まで大きく減少したものの，2011 年では	32,	
302	 t まで回復している．輸入品は一次加工品であるの
で生果に換算した場合約 2倍程度であると想定され（辻






も収穫量が 1994 年に 11 万 t を，輸入量が 1999 年に 4
万 t を超えて供給量が多くなったことから，卸売価格は
下降傾向となり，2007 年には 247 円 /kg と 1992 年の
575 円 /kg の半分以下となった．しかし，2007 年に輸










































































第 4表に 2010 年の主要卸売市場における産地別旬別
卸売価格を，第 5表に 2010 年の東京都中央卸売市場に
おける取り扱い数量，金額および価格を示した．この












































































































































佐賀 780 和歌山 669 和歌山 561 和歌山 459 和歌山 403 和歌山 406 群馬 250 福井 277 青森 304
佐賀 546 佐賀 506 群馬 458 群馬 356 群馬 250 宮城 245 宮城 285
923森青513山歌和263岡福665岡静
産地は卸売数量の多い順番
















































10	 a 当たり収穫量と第 5表の価格から和歌山県の市場




での 1年間の梅干し購入は 1982 年より増加傾向にあっ
たが，購入金額は 1999 年の 1,	 897 円を，購入量は 2002
年の 1,	 053	 g をピークに減少傾向にあり，2011 年では
購入金額が 1,	275 円，購入量が 753	g である．平均単価
も 1982 年より上昇傾向であったが，輸入量が増加した
ことにより 1997 年の 221 円 /100	 g をピークに 2002 年
まで下降傾向となり，それ以降は 160 〜 170 円 /100	 g
程度で推移している．
洋酒移出量調査表（日本洋酒酒造組合，2012）によ
ると梅酒の移出（国内製造）量は 1998 年の 39,	 413	 kL
から 2003 年の 28,	 240	 kL まで減少していた．しかし，
2004 年より 8年連続前年よりも増加し，2011 年では 44,	













全体 2,773,197 1,154,214,310 416
和歌山 1,826,791 818,940,232 448
群馬 552,641 180,265,311 326
奈良 98,036 30,019,290 306
佐賀 94,104 43,309,722 460
神奈川 44,360 29,240,195 659
宮城 23,668 6,945,540 293
福井 20,355 6,937,665 341
























































満を S，30	〜	33	mmをM，33	〜 37	mmを L，37	〜
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